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高年女子の被服の快適性について一考察

一環境温・湿度30
0

C・RH80%における

ポリエステル100%とコットン70%・アクリル30%の比較一

東京家政大学

1.はじめに

我が国は，世界に類のない急速な高齢化が進行

し，21世紀には高齢社会を迎えようとしている。

高年者が健康で、長寿を保ち，楽しく有意義に暮ら

すための生活改善が重要で、ある。中でも被服が快

適であることは，精神的にも肉体的にも大事な要

素であり，被服材料，被服の形態山)，色彩・デザ

イン設計等からも論じられるが，人聞が着装して

安静時・動作時に客観的・主観的にどのような評

価が得られるかということが，最終的な検討であ

ると考えられる。本論では，環境温・湿度30
0

C. 

RH80%の下，ポリエステノレ100%とコットン

70%・アクリル30%i昆紡の異なる衣服材料の条件

下で安静時に高年女子の皮膚温，血流，衣服内温・

湿度，主観評価に及ぼす影響などについて，若年

女子を比較対象として検討し，快適性の一考察と

して興味ある結果が得られた。

2.研究方法

2.1 測定項目と測定部位及びそれぞれ起こり

うる現象など (Fig.l)

被服をまとった人体は，環境温・温度の変化が，

体温調節・発汗の中枢機能に作用し，それが①に

示した発汗・水分の蒸発・放熱という現象をひき

起こすことになり，主観評価に現れると共に，皮

膚表面温度に変動が起こる。この現象が起こると，

人体と被服の聞の空間を通して②被服材料内の

熱・水分の移動，③の被服表面からの水分の蒸発・

放熱をひき起こす。また，①，②，及び③は，被

中里喜 子

服の開口状態・被覆面積にも関係し，衣服内温・

温度，皮膚温に変動が起こる事を模式図として示

す。以上の事を予測して研究の計画をたてた1)。

2.2 被験者 (Table1) 

被験者は， 64歳から68歳の高年女子4名と20歳・

人体

Fig.1 測定項目と測定部位(・)及びそれぞれ起こ

りうる現象など

Table 1 被験者の属性
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21歳の若年女子延べ 8名である o その体格を

Table 1に示した。高年女子は1995年， 1996年とも

同じ者であり，コントロールの若年女子は入れ

替った。実験前の摂取カロリーは，年齢・体重に

関係なく同じにして，実験の1時間前に食事を終了

させた。被験者の依頼に際しては，実験の目的や

危険性について説明し，同意を求めた上，大学の

倫理委員会の承認を得た。

2.3 実験の時間帯

高年女子と若年女子各 1名ずつ 2名を 1組にし

て，体温の日内変動を考慮、して，午前は 9時から

12時，午後は 1時から4時の間に人工気候室にて

実施した。椅子に腰掛け，平常衣にて環境温 ・湿

度30
0

C.RH58%の前室で60分間安静の後，実験衣

に着替え，測定器を貼付し， 20分経過後測定を開

始した。30分経過後暴露室に移動した。暴露室の

環境温・湿度は， 30
0

C :tOSC . RH80%:t 5 %で

90分間実験を行った。皮膚温及び衣服内温・温度

は1分間隔，血流は10秒間隔，快適感・温冷感・乾湿

感などの主観評価及び舌下温の測定を30分経過毎

に行った。実験開始と終了時に血圧と脈拍の計測

と裸体時の体重を測定し体重の減少量を調べた。

2.4 測定部位

皮膚温の測定部位を Fig.2に示した。左の①:

胸，②:上腕，③:大腿，④ :下腿，⑤.足背，

⑥:足先の 6ヶ所である。血流の測定部位は左の

BS:足先，衣服最内層の温・温度は TH:胸骨剣

Fig.2 測定部位
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状突起あたりでしらべた。皮下脂肪の厚さは，皮

膚温の各測定部位で測定した。平均皮膚温は，

RAMANATHANの4点法を用いた。

2.5 測定器

血流はレーザー血流計(アドバンス製)，皮膚温

の測定には DATACOLLECTOR(安立計器 KK

製)，衣服最内層の温・湿度は DAT A STOCKER 

(神栄KK製)，皮下脂肪の測定には SKINHOLD 

皮下脂肪計(HOLT AN L TD.， CRYMYCH U. 

K.製)を使用した。

2.6 実験に用いた被服

実験に用いた被服は 2部式であり，上衣は，

長袖・衿無し，下衣はロングスカートまたはロン

グパンツの組み合わせとした。肌着はショーツを

用いた。実験に用いた被服の特性は Table2に示

した通りである。ポリエステ/レ100%とコットン

70%・アクリル30%1.昆紡の被服材料に大別する。

Table 2 実験に用いた被服の諸元

Test Clothing Weight Material Thickness Density/cn1 Breath油田町

(Weave) 包) (%) (醐) Warp/Weft (cnl/(cm配 c)

Blouse 285 Cotton 70 0.050 26.0/21.0 49.0 

(fwil1 Weave) Acrylic 30 

Long Skirt 200 Colton 70 0.050 26.0/21.0 49.0 

(fwil1 Weave) Acrylic 30 

Long Pants 2叩 Co伐on70 0.050 26.0/21.0 49.0 

σ叫1IWeave) Acrγlic 30 

Underwear Pants 40 Cotton 100 0.640 19.0/12.2 223.0 

(Weft Knining) 

B10use 140 Polyester 0.022 31.2/26.0 113.8 

(fwill Weave) 1凹

Long Skirt 110 Polyester 0.022 31.2/26.0 113.8 

(fwiI1W，田ve) 1∞ 
Long Pants 130 Polyester 0.022 31.2/26.0 113.8 

σ'will Weave) l凹

Underwear Pants 40 Cotton 0.640 19.0/12.2 223.0 

(WeftKni凶ng) 100 

3.結果及び考察

環境温・温度30
0

C. RH80%の条件下で安静時に

行った実験の結果について，ポリエステル100%及

ぴコットン70%・アクリル30%混紡の被服材料を

用いたロングスカートとロングパンツの場合，高

年女子と若年女子に及ぼす影響の比較は次の通り

である。有意、差検定の結果は Table3に示した。
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3.1 皮膚温

3.l.1 末梢部皮膚温(⑥:足先部)

3.l.l.1 ロングスカー卜着装 (Fig.3)

a ポリエステノレ100%の場合，高年より若年の

方が高く， 90分経過時には36.28'Cを示し，高

年は35.13'Cを示す。60分後・90分経過時に5%

水準の有意差が高年・若年間に認められた。

b コットン70%・アクリル30%混紡の場合，

高年より若年の方が高く， 90分経過時に

35. 73'Cを示し，高年は34.18'Cを示す。O分・

30分経過時に1%水準， 60分・90分経過時に5%

水準の有意差が高年 ・若年間に認められた。

3.l.l.2 ロングノマンツ着装 (Fig.4)

a ポリエステノレ100%の場合，高年より若年の

方が高く， 60分経過時に36.38'Cを示し，高年

は35.13'Cを示す。 0分 ・30分 ・60分経過時に
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5%水準の有意差が高年・若年間に認められ

た。

b コットン70%・アクリル30%混紡の場合，

高年より若年の方が高<. 60分経過時に

35. 93'Cまで上昇するが， 90分経過時に

35. 45'Cまで下降する。高年は34.58'Cから

34. 65'Cを示す。 O分・ 30分経過時に 5%水

準， 60分経過時に 1%水準の有意差が高年・

若年間に認められた。

3.l.1.3 ポリエステル100%とコットン70%・

アクリル30%混紡の被服材料聞の比

較 (Table3) 

ロングスカート着装の場合，高年は，足背部と

足先部で30分経過時に 5%水準の有意、差が被服材

料間に認められた。若年は，足背部で30分・60分・

90分経過時に，足先部で60分・90分経過時に， 5% 
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Fig.3 ロングスカー卜着装時における，ポ リエステルとコ ットン ・アクリル混紡別

足先皮膚温の高年女子 ・若年女子の比較(環境温度30'C・温度80%)
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水準の有意差が被服材料聞に認められた。いずれ

もポリエステル100%を着装した方が，高い皮膚温

を示している。

ロングパンツ着装の場合は，高年は有意差が認

められなかったが，若年は足背部で30分 ・60分経

過時に 5%水準， 90分経過時に 1%水準の有意差

が，足先部で30分経過時に 1%水準， 60分・ 90分

経過時に5%水準の有意差が認められた。

3.l. 2 体幹部皮膚温(①:胸部)

3.l.2.1 ロングスカート着装 (Fig.5)

a ポリエステjレ100%の場合，高年より若年の

方が高く， 0分では35.73
0

Cを示し，高年は

34.00
o

Cを示す。 0分にて0.1%水準， 30分 ・

60分・ 90分経過時に 5%水準の有意差が高

年 ・若年間に認められた。

b コットン70%・アクリル30%混紡の場合，

高年より若年の方が僅かに高く有意差は認め
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られなかった。

3.l.2.2 ロングパンツ着装 (Fig.6)

a ポリエステノレ100%の場合，高年より若年の

方が高く， 0分では35・63
0

C，30分経過時には

35. 35
0

Cを示し，高年は O分では34.47
0

C ， 30 

分経過時に34.45
0

Cを示し o分で 1%水準，

30分で 5%水準の有意差が高年・若年間に認

められた。高年・若年共に足先の皮膚温が胸

部皮膚温より高い測定値になっていることに

注目される。

b コットン70%・アクリル30%i昆紡の場合，

高年より若年の方が高く 0分で35.35
0

Cを示

すが，時間の経過で下降する。高年は3fC程

度を示している。 O分で 1%水準， 30分経過

時に 5%水準， 60分・90分経過時に2.5%水準

の有意差が高年 ・若年間に認められた。
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0
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高年より若年の方が高く， 90分経過時に0.537

Vを示し，高年は0.116Vを示す。 0分・30分

経過時に10%水準， 60分 .90分経過時に 1%

水準の有意差が高年・若年間に認められた。

3.2.2 ロングパンツ着装 (Fig.8)

ポリエステル100%の場合，高年より若年の

方が高く， 0分で0.899Vを示し，高年は0.254

Vを示す。O分で1%水準， 30分・60分経過時に

5%水準の有意差が高年・若年間に認められた。

b コットン70%・アクリル30%混紡の場合，

高年より若年の方が高く， 0分で0.558Vを示

し，高年は0.179Vを示す。 o分・30分経過時

に1%水準， 60分経過時に 5%水準の有意差

が高年 ・若年間に認められた。

3.2.3 ポリエステノレ100%とコットン70%・ア

クリル30%混紡の被服材料聞の比較 (Table3) 

ロングスカート・ロングパンツ着装とも，ポ リ

-19ーJpn. J. Clo. Res. 2000， VoI.44 NO.l 

3.l.2.3 
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0
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ポリエステル100%とコットン70%・

アクリル30%混紡の被服材料聞の比

車交 (Table 3) 

ロングパンツ着装の場合， 高年は，胸部で O分

に5%水準の有意差が被服材料聞に認められたが，

若年は認められなかった。若年は，末梢部の機能

によって体幹部皮膚温が調節されて安定している

結果と推察される。

3.2 血流 (BS:足先)

3.2.1 ロングスカート着装 (Fig.7)

ポリ エステ/レ100%の場合， 高年より若年の

方が高く， 90分経過時に0.799Vを示し，高年

は0.311Vを示す。 0分で0.1%水準 ・30分経

過時に 5%水準 ・60分経過時に 1%水準 ・90

分経過時に0.1%水準の有意差が高年・若年間

に認められた。

コットン70%・アクリル30%混紡の場合，
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エステル100%の方がコットン70%・アクリル30%

混紡の被服材料より高い血流量を高年・若年共に

示す。足先部皮膚温の上昇と，足先部血流量の上

昇との聞に高い相関がみられる。高年においては，

ロングスカート着装時， 60分・90分経過時に 1%水

準の有意差が被服材料聞に認められた。若年は，

ロングスカート着装時 o分・ 60分経過時に 5%

水準， 90分経過時に 1%水準の有意差を示し，ロ

ングパンツ着装時は， 0分・ 30分経過時に 5%水

準の有意差が被服材料開に認められた。いずれも

ポリエステル100%を着装した方が，高い血流量を

示している。
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3.3 衣服内湿度 (TH:衣服内温・湿度)

3.3.1 ロングスカート着装 (Fig.9)

a ポリ エステル100%の場合，若年より高年の

方が高く， 0分では88.10%を示し， 30分経過

時 には92.90%を示した。若年は O分に

75.60%， 30分経過時に84.20%を示した。30

分経過時に 5%水準の有意差が高年・若年間

に認められた。

b コットン70%・アクリル30%混紡の場合，

高年より若年の方が高く， 30分経過時に

88.18%を示し，高年は79.60%を示した。高

年・若年間の有意差は認められなかった。
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Fig.9 ロングスカート着装時における，ポリエステルとコットン・アクリル混紡別

衣服内湿度の高年女子 ・若年女子の比較(環境温度30"C・温度80%)
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3.3.2 ロングパンツ着装 (Fig.lO)

a ポリエステノレ100%の場合，若年より高年の

方が高く.60分経過時には93.80%を示し，若

年は60分経過時に85.20%を示した。5%水準

の有意差が高年 ・若年間に認め られた。

b コットン70%・アクリル30%混紡の場合，

高年より若年の方が高く 60分経過時に

81.70%を示し，高年は78.38%を示した。高
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年 ・若年聞の有意差は認められなかった。

3.3.3 ポリエステノレ100%とコ ットン70%・ア

クリル30%1昆紡の被服材料聞の 比較

(Table 3) 

ポリ エステノレ100%の衣服材料においては，ロン

グスカー卜・ロングパンツ着装とも高年の衣服内

温度が若年より高く示された事が，特徴とされる

結果である。

Table 3 ポリエステル100%とコ ットン70%・アクリル30%混紡別の有意差 (ttest) 

Measurernent Skin temperature 
M.S.T 

Blood wi曲目 c10thing Hypoglossal 
time(min.) ① ② ③ @ ⑤ ⑥ S甘白血 Temp Hum temperatu町

o 1 NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS 

Iρng 30 NS NS NS NS * * NS NS NS NS NS 
ski円 60 NS NS NS NS NS NS NS キキ NS NS NS 

Old 90 NS NS NS NS NS NS NS ** NS NS NS 
females 。

* NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS 

Iρng 30 NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS 
pants ω NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS 

ω NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS NS 

o 1 NS NS NS NS NS NS NS * NS NS NS 

Iρng 30 NS NS * NS * NS NS NS NS NS NS 
skirt ω NS NS * NS * * NS * NS NS NS 

Young 90 NS NS NS NS * * NS ** NS NS NS 
females 01 NS NS NS NS NS NS NS * NS NS NS 

Iρng 30 NS NS NS NS 判ド ** NS * NS NS NS 
P卸 値 ω NS NS NS NS 司k * NS NS NS NS NS 

90 NS NS NS NS ** * NS NS NS NS NS 
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被服材料聞の有意差は，認められなかった。

3.4 主観評価 (Fig.l1)

Fig.l1は，測定開始後90分時の高年・若年別の主

観評価を表した図である。主としてこれにより述

べる。

3.4.1 快適感については，ポリ エステル100%

使用の方を高年は若年より『不快Jに申告している。

ポリエステノレ100%の衣服材料においては，ロン

グスカート ・ロ ングパンツ着装とも高年の衣服内

温度が高く示されたことは，前述した通りである

が，被服材料としての透湿性はよくても， ドレー

プ性4)のある事から，着装時に衣服内温度が上昇

すると，肌にはりつくので『不快感』を申告する

結果となったと推察された。

3.4.2 温冷感については，体全体で感じる温冷

感は，ポリエステルのロングスカート着装時に高

年が『非常に暑いJと『暑い』の中聞を申告している。

若年は『暖かい』と『暑い』の中間を申告している。

3.4.3 乾湿感については，体全体で感じる乾湿

感は，ポリエステルのロングスカー卜着装時に高

年・若年とも『非常に湿っているJと『湿っている』

の中聞を申告している。又若年は，大腿部におけ

る乾湿感についても，高年より『非常に湿ってい

るJに傾いた申告であった。ポリエステノレ100%使

用の方がコットン70%・アクリル30%混紡より『湿

り』を体全体・大腿部・下腿部で感じている。

4. ま と め

環境温・温度30
0

C • RH80%の環境下で，ポリエ

ステル100%使用とコットン70%・アクリル30%混

紡の被服材料による，ロングスカートとロングパ

ンツを着装した場合の高年女子と若年女子との比

較による快適性について調べた主な結果は次のと

おりである。

4.1 足先部皮膚温について，若年女子の方が高

年女子より測定値が高い。このことは足先部皮膚

温及び足先部の血流量を上昇させて体温調節をは

かっていると推察できる。足先部皮膚温と足先部

の血流量聞に高い相闘がみられた。

4.2 体幹部の皮膚温を代表するものとしての，

(22 ) 
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胸部皮膚温の測定値は変動が少ない。このことは

末梢部皮膚温及び血流量の上昇を多くして，末梢

部から放熱させて体幹部温度の変動を少なく保つ

結果であり，血流調節域による体温調節3)である

事が理解できた。

4.3 各部皮膚温とも，若年女子の方が高年女子

より測定値が高く上昇していて，高温・多湿の環

境に釣応させて体温調節されているが，高年女子

には体温調節機能の衰えがみられる。

4.4 衣服内温度においては，ポリエステル

100%の場合，ロングスカート・ ロングパンツ着装

とも高年女子の方が若年女子より測定値が高〈上

昇する。

4.5 材料の実験で透湿性に優れていても，人体

に着装して衣服内温度が上昇した場合，材料にド

レープ性4)があると肌にはりついて『不快感jにな

る。体温調節機能が衰えている高年女子の着装に

ついては，高温・多湿の場合も若年女子とは異なっ

た着装を工夫しなければならないと考える附)。
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